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【目的】 
臨床病期（cStage）II及び IIIの食道癌は、根治切除が可能であるにも関わらず約半数に再
発を認める。術後再発に関わる最も重要な因子は、リンパ節転移(MLN:metastatic lymph 
nodes)個数である。リンパ節転移の組織診断は、HE染色により判定されるが、2mm未満の微
小転移は検出率が低くなる。これまでの食道癌における微小転移に関する報告は少なく、臨
床的意義は不明である。今回、cStage II,III食道癌切除症例のリンパ節内微小転移が術後
再発に及ぼす影響について検討した。 
【対象】 
教室にて 2000 年 1 月から 2008 年 10 月に根治切除を行った cStageII,III 食道癌 105 例を対
象とした。 
【方法】 
パラフィン包埋されたリンパ節標本の代表 1切片に対し、抗サイトケラチン抗体を用いた免
疫組織染色により微小転移を検索した。微小転移は 200μmから 2mmまでの clusterのみを陽
性とした。HE染色にて転移と判定されたリンパ節を Overt MLN、微小転移のみを認めたリン
パ節を Occult MLNと定義し、それらの個数が病理学的進行度(pStage)および術後再発に及ぼ
す影響について検討した。 
【結果】 
総郭清個数 6558個中、Overt MLNは 362個、Occult MLNは 143個認められた。Occult MLN
の個数は、pStageと相関して増加していた。Occult MLNの個数と Overt MLNの個数を加えた
数（Total MLN）に基づき、病期を再判定したところ、pN0症例 22例中、6例が pN1となり、
pN3症例 13例は 28例へと増加した。再発に及ぼす因子の検討では、Total MLNは、独立した
再発危険因子であった。 
【結論】 
cStage II,III 食道癌において、Occult MLN はしばしば認められ、術後再発に関連している
と考えられた。Occult MLNを加えた Total MLNにより食道癌患者の正確な病期診断が可能で
あり、術後の治療戦略への有用性が示唆された。 
 
 
 
 
